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12月23日 (祝)、浜田市 ・金城町 ・旭町 ・弥栄村 ・三隅町の合

併協定調印式が県立大学講堂で行われました

5市 町村長が合併協定書に調印し、立会人を務めた澄田知

事を中心に5市 町村長が回い握手を交わし、新 「浜田市」誕生

に向け決意を新たにしました。

主な内容 |‐ ‐ |■‐■■|■| ‐■|||■ ■‐■■|||‐|

◇ 5市町村長が合併協定書こ詞E日…………………………………2、 3

◇ ちょっとだけ人権|こついて者えてみませんか②………………4

◇ 市役所の申告相談、浜日税務署からのお矢□らせ………………7

◇ 20歳こなったら国民年金を…………………………………………………8

◇ 島根県立大学ニュースvo1 16………………………………………………9
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浜
日
市

・
金
城
町

・
旭
町

・
弥
栄

村

・
三
隅
町
の
合
併
協
定
調
印
式
が

セ
月
郷
日
、
島
根
県
立
大
学
講
堂
で

開
催
さ
れ
、
立
会
人
で
あ
る
澄
日
信

義
県
知
事
や
合
併
協
議
会
委
員
ら
が

見
守
る
中
、
５
市
町
村
長
は
４３
の
協

定
項
目
が
記
さ
れ
た
合
併
協
定
書
ほ

調
印
し
ま
し
た
。

式
典
区
は
５
市
町
村
長
、
市
町
村

議
会
議
員
な
ど
関
係
者
約
２
５
０
人

が
出
席
し
ま
し
た
。

冒
頭
、
合
併
協
議
会
幹
事
長
の
坂

平
弘
昭
浜
日
市
動
役
が
こ
れ
ま
で
の

合
併
協
議
の
経
過
を
報
告
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
５
市
町
村
長
が
合
併
の

方
式

（新
設
合
併
）
や
期
日

（平
成

‐７
年
１０
月
１
日
）
、
新
市
ま
ち
づ
＜

り
計
画

（新
市
建
設
計
画
）
な
ど
、

５
市
町
村
長
が
含
併
協
定
書
に
調
印

こ
れ
ま
で
の
合
併
協
議
会
で
全
会

一

致
に
よ
り
確
認
さ
れ
を
４３
項
目
を
盛

り
込
ん
だ
協
定
書
区
調
印
し
た
後
、

立
会
人
を
務
め
た
澄
日
信
義
県
知
事

や
５
市
町
村
議
会
議
長
ら
が
署
名
し

ま
し
た
。

調
印
後
、
澄
日
知
事
を
中
心
Ｅ
５

市
町
村
長
が
固
い
握
手
を
交
わ
し
、

県
西
部
の
中
核
都
市
と
な
る
新

「浜

平
成
１７
年
１０
月
１
日
に
新

「浜
田
市
」
が
誕
生
し
ま
す
。

田
市
」
誕
生

に
向
け
を
決

意
を
新
た
ほ

し
ま
し
た
。

そ

の
後
、

５
市
町
村
長

を
代
表
し
て
、

合
併
協
議
会

会
長
で
あ
る

か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
１０
年
後
、

２０
年
後
、
そ
し
て

５０
年
後
に

「本
当

区
あ
の
時
合
併
し

て
い

て
良

か

っ

た
」
と
思
え
る
よ

う
な
、
そ
し
て
、

ど
こ
区
住
ん
で
い

て
も

「
こ
こ
に
住

ん
で
い
て
良
か
っ

た
」
と
言
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
な

ま
ち
づ
＜
り
を
進

め
て
い
き
た
い
。」

と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。

続
い
て
、
来
賓

C

宇
津
徹
男
浜
日
市
長
が

「当
圏
域
の

合
併
で
は
、
全
国
に
先
駆
け
た

「自

治
区

（浜
日
那
賀
方
式
と

構
想
を
打

ち
出
し
、
合
併
後
の
ま
ち
づ
＜
り
が

全
国
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

ぞ
れ
の
歴
史
と
伝
統

・
文
化
を
継
承

し
な
が
ら
、
お
互
い
が
知
恵
を
出
し

合
い
、
住
民
の
普
さ
ま
が
、
自
ら
者

え
、
自
ら
行
動
し
、
地
域
の
個
性
を

活
か
し
な
が
ら
、
ま
た
、
そ
れ
を
認

め
合
い
な
が
ら
新
市
を
形
成
し
て
い

を
代
表
し
て
澄
日
知
事
か
ら
、
「新

浜
日
市
の
新
市
建
設
計
画
に
お
い
て

は
、
型
再
い
海
　
緑

の
大
地
　
人
が

輝
き
文
化
の
か
あ
る
ま
ち
」
を
ま
ち

づ
＜
り
の
理
念
と
し
、
こ
の
地
域
の

も

つ
都
市
環
境
、
農
山
漁
村

の
自

然
、
歴
史
文
化
な
ど
の
豊
富
な
資
源

を
活
か
し
て
、
二
十

一
世
紀
Ｅ
飛
躍

す
る
、
住
民
主
体
の
新
し
い
ま
ち
の

実
現
を
目
指
す
と
さ
れ
て
い
る
。
と

り
わ
け
、
旧
市
町
村
ご
と
ほ
浜
日
那

賀
方
式
の
自
治
区
を
設
置
さ
れ
、
旧

市
町
村
ご
と
の
き
め
網
や
か
な
ま
ち

づ
＜
り
を
進
め
る
と
と
も
区
、
新
浜

日
市
が

一
体
と
な

っ
て
連
帯
感
を
深

め
て
い
＜
ま
ち
づ
＜
り
の
仕
組
み
を

提
唱
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

今
後
は
、
こ
の
計
画
が
着
実
ほ
実
行

さ
れ
、
こ
の
地
域
の
特
色
を
生
か
し

た
ま
ち
づ
＜
り
が
行
わ
れ
る
こ
と
を

確
信
し
て
い
る
。」
と
祝
辞
が
あ
り
ま

し
た
。

合併協定調印までの経過

平成13年 7月

第 1□浜日地区市町村合併問題合同研究会開催

市町村合併|こついて合同で調査研究

(平成14年7月 まで11回開催)

平成13年12月

平成14年2月

第 1回合併|こ関する市長懇話会開催

平成14年 7月

第 1回浜日那賀合併検討協議会開催

合併問題を本格的|こ検討するための任意協議

会(平成15年3月 まで10回開催)

平成 14年11月 第 2回 合併 |こ関する市長懇話会開催

平成15年 3月

第 1回浜日市・金城町・旭町・弥栄村任意合併

協議会開催

(平成15年6月 まで5回開催)

平成15年 7月

第 1回浜日市,金城町・旭町・弥栄村合併協議

会開催

協定項目を審議するための法定協議会(平成

16年11月まで25□開催)

平成15年10月
浜日市・金城町・旭町・弥栄村・三隅町合併協

議会|こ名称変更

平成16年 2月 第 3回 合併|こ関する市長懇話会開催

平成16年 8月 第 18回合併協議会で新市名称を「浜日市」に

決定

平成16年9月
第21回合併協議会で合併期日を平成17年10

月 1日|こ決定

平成16年10月
～11月
第 4回 合併|こ関する市長懇話会開催

平成16年12月
市議会で合併関連 4議案を可決

合併協定調印式開催(島根県立大学 講堂)

広報はまだ :平成17年 1月 15日暑



第
４
回
「市
町
村
金口併
に
関
す
る
　
　
　
一　
弱純旋難り

非的串
一Ａほ

　
　
　
　
中い

市
長
懇
話
会
」
で
の
主
な
意
見
と
回
誉
　
一　
盤
ま
鮒

愚
い
Ｓ
に
新
一

（

ｕ．旧市町村単位に自治区を置　一　Ｑ姉聴鴫軸縮酷岬大き肘ので、　一　　辮舶降輔脚虻沌誠評難嗣確錬

１０
月
下
旬
か
ら
１１
月
中
旬
の
間
、
　

一
（

第４回「市町村合併に関する市　一　　き、自治区ごとに事業が行わ　十市“抑呻］帥的時車い印印帥時牟　一　　帥おけ印的」韓度時帥”【〕

長
懇
話
会
」
を
市
内
９
地
区
他
で
開
　
一　
　
れ
る
と
、
自
治
区
間
の
格
差
が
生

催
し
、
合
計
４
４
８
人
の
曽
さ
ん
ほ
　
一　
　
じ
る
の
で
は
な
い
か
。　
　
　
　
　
一

出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
　
一一　
Ａ
．
自
分
の
地
域
睦
対
す
る
自
治
意

ド
　
置
＜
こ
と
も
者
え
た
が
■
は
町
村
　
一　
　
を
受
け
る
の
で
、
そ
の
分
周
辺
町

な
い
か
と
の
声
が
あ
る
が
。
　
　
　
一　
　
仕
組
み
な
ど
は
ど
う
な
る
の
か
。
　

一　
　
い
た
い
。　
　
　
　
■
一
■
！
ｉ
ｉ
↓
！
！後
！、！■
年
以
内
任
統
合
計
画
を
作

し
て
国
の
制
度
よ
り
旧
市
町
村
単

一　
　
の
自
主
的
な
取
り
組
み
を
推
進

位
で
予
算
や
職
員
を
残
し
、
施
策
　
一　
　
し
、
自
治
区
の
政
策
ほ
反
映
さ
せ

の
継
続
性
や
地
域
の
文
化
伝
統
を
　
一　
　
る
も
の
で
あ
り
、
住
民
参
加
の
ま

尊
重
す
る
制
度
と
し
た
。
　
　
　
　
一　
　
ち
づ
＜
り
に
は
必
要
と
者
え
る
。

Ｑ
．
自
治
区
や
区
長
は
不
要
、
ま
た
　
一　
Ｑ
．
浜
田
自
治
区
の
地
域
協
議
会
と

設
置
期
間
１０
年
間
は
長
い
の
で
は
　
一　
　
自
治
会
や
議
員
と
の
つ
な
が
り
、

Ａ

暑

倭

墓

―

蓬

暑

貫

其

ぽ

窒

盃

ほ

雪

可

品

掛

許

推

！一一”
沖
一！！！！！！！■

品

華

ヂ

難

鰈

鞘

鮮

る
仕
組
み
づ
＜
り
で
、
本
来
お
金
　
一一　
　
と
何
も
変
わ
ら
な
い
。
地
域
協
議

の
か
か
ら
な
い
も
の
。
全
国
初
な
　
一
　

△
蚕
は
、
自
治
会
な
ど
か
ら
推
薦
さ
　
一
網
胡
瑚
塩
幅
退
だ
切
！一

，
】
は

．

・！
一！！一

Ｔ
Ｖ
で
も
防
受
情
報
を
流
し
て
い

の
で
、
い
い
仕
組
み
が
で
き
れ
ば
　
一　
　
れ
た
委
員
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
条
　
一
　

！‐
‐
！
！
！
！！
！
！　
　
　
　
　
一■
■
　
る
的
携
帯
電
話
の
技
術
革
新
も
進

１０
年
以
上
続
け
た
い
。
　
　
　
　
　
一　
　
例
ほ
基
づ
＜
地
域
協
議
会
を
設
置
　
・一　
Ｑ
．
投
資
的
経
費
の
自
治
区
配
分
の
　
一　
　
ん
で
お
り
、
防
受
無
線
や
Ｃ
Ａ
Ｔ

∨
以
外
も
研
究
し
て
み
た
い
。

Ｑ
．
市
役
所
の
駐
車
場
問
題
は
。

Ａ
．
現
在
点
在
し

て
い
る
国
の
機

関
、
事
務
所
を
合
同
庁
舎
ほ
集
約

す
る
シ
ビ
ツ
ク
コ
ア
事
業
で
、
地

下
駐
車
場
を
整
備
す
る
。
し
か

し
、
す
ぐ
ほ
ほ
で
き
な
い
の
で
、

合
併
ま
で
区
旧
市
民
会
館
を
解
添

し
仮
破
車
場
に
す
る
予
定
。

Ｑ
．
合
併
後
の
無
医
地
区
対
策
は
。

Ａ
．
政
策
調
整
枠
で
へ
き
地
医
療
対

策
が
あ
り
、
新
市
に
な

っ
て
協
議

し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
．
住
民
自
治
組
織
の
育
成
強
化
は

良
い
こ
と
だ
が
少
子
高
齢
化
が
進

む
中
で
の
見
通
し
は
。

Ａ
．
イ
メ
ー
ジ
だ
が
各
団
体
が
集
ま

り
、
ま
ち
づ
＜
り
推
進
委
員
会
を

設
置
し
住
民
が
計
画
を
立
案
。
自

治
区
ご
と
底
ま
ち
づ
＜
り
会
議
を

設
置
し
各
自
治
区
で
特
徴
を
出
す

こ
と
を
検
討
中
。

Ｑ
．
自
治
区
制
は
地
方
分
権
の
流
れ

に
沿
っ
た
も
の
と
思
う
。
こ
の
合

併
で
中
山
間
地
域
の
農
業
農
村
振

興
が
環
境
や
食
料
問
題
の
解
決
に

な
る
の
で
は
。

Ａ
】
合
併
が
目
的
で
は
な
＜
、
合
併

か
ら
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
合
併
後
、
中
山
間
地
域

が
多
＜
な
り
、
稲
作
が
基
幹
産
業

と
な
り
、
各
自
治
区
Ｅ
支
援
組
織

を
つ
＜
り
自
立
を
め
ざ
す
。

（市
町
村
合
併
推
進
室
）

画
に
つ
い
て

広報はまだ :平成17年 1月 15日暑



巾
循

さ
教
育
委
員
会
で
は
、
人
権
教
育

・

啓
発
事
業
の

一
環
と
し
て
、
小

・
中

学
校
、　
一
般
の
皆
さ
ん
か
ら
作
文

・

ポ

ス
タ
ー

・
標
語
を
募
集
し
ま
し

た
。
た
＜
さ
ん
の
応
募
が
あ
り
、
い

ず
れ
も
優
れ
た
作
品
で
し
た
。
審
査

の
結
果
、
次
の
作
品
を
優
秀
作
品
と

し
て
、
昨
年
１２
月
１０
日
区
浜
日
公
民

館
に
お
い
て
表
彰
式
を
行
い
ま
し

た
。な

お
、
こ
れ
ら
の
入
賞
作
品
と
ポ

ス
タ
ー
を
、
１
月
２７
日
ま
で
市
役
所

１
階
市
民
ロ
ビ
ー
で
展
示
中
で
す
。

ま
た
、
１
月
２８
日
か
ら
２
月
１３
日
ま

で
、
浜
日
市
世
界
こ
ど
も
美
術
館
に

お
い
て
展
示
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
＜

だ
さ
い
。

最
優
秀
賞
ポ
ス
タ
ー
作
品

一
中
３
年
　
　
　
小
松
原
那
奈

搬

―
い

き

柵

鮒

八
賞
作
品
は
、
人
権
作
品
集

「共

に
生
き
る
」
に
ま
と
め
て
発
刊
す
る

ほ
か
、
今
後
の
啓
発
事
業
に
も
活
用

い
た
し
ま
す
。

入
賞
者学
校
　
　
　
氏
名

（敬
称
路
）

謗

襴

【ポ
ス
タ
ー
の
部
】

☆
最
優
秀
賞

一
中
３
年

☆
優
秀
賞
一
中
３
年

一
中
３
年

二
中
３
年

三
中
３
年

四
中
３
年

四
中
３
年

東
中
３
年

東
中
１
年

【作
文
の
部
】

☆
最
優
秀
賞

石
見
小
６
年

二
中
３
年

☆
優
秀
賞
原
井
小
５
年

原
井
小
５
年

祖
原
小
６
年

同
布
小
６
年

同
布
小
５
年

小
極
原
那
奈

江
木
雄

一
郎

普
尾

　

光

塩
滴
　
由
梨

仲
山
　
文
野

右
津
　
麻
衣

宮
崎
奈
菜
恵

渡
崎
　
祥
子

恵
島
　
０印
祐

仁
美 睦

悔
津
　
達
也

内
藤
　
文
香

山
本
沙
也
加

江
尾
　
理
紗

宮
本
　
白
妃

東 渡
万 津

駕

け
い
こ
畷
ギ

サ

も

あ

小
川
　
綾
音

教
遵
　
恭
輔

山
崎
か
ん
な

峠

　

直
子

山
本
　
晃
久

宮
不
　
佳
奈

下
野
優
美
子

小
松
原
美
果

秦
　
　
幸
子

岳
日
　
実
紀

☆
佳
作三
中
３
年

☆
奨
励
賞
四
中
３
年

東
中
３
年

東
中
３
年

柳
井
　
麻
里

小
松
原
美
果

秦
　
　
幸
子

山
本
明
日
香

長
浜
小
６
年

長
浜
小
６
年

上
府
小
５
年

一
中
３
年

一
中
１
年

三
中
３
年

三
中
３
年

四
中
３
年

東
中
３
年

東
中
３
年

【標
語
の
部
】

住
所
　
　
　
氏
名

（敬
称
幡
）

☆
優
秀
賞

人
権
に
　
支
え
守
ら
れ
　
老
の
坂

内
村
町
　
　
洩
原
　
フ
サ

さ
み
し
げ
な
　
お月
中
に

一
声

″ね
え
、
あ
そ
ぼ
う
″

国
分
町
　
　
上
部
　
朱
美

人
権
は
　
」遅
く
で
な
く
て
　
吾
が
隣

浅
井
町
　
　
本
村
　
文
明

気
づ
い
て
ヨ

僕
た
ち
同
じ
　
仲
間
だ
ヨ

国
分
町
　
　
佐
々
本
良
美

認
め
愛
　
助
け
合
う
愛
　
築
く
愛

上
府
町
　
士心
日
尾
美
和
子

や
さ
し
さ
に

差
別
を
な
く
す
　
心
そ
え

熱
日
町
　
　
長
野
　
静
子

○
松
江
地
方
法
務
局
　
中
学
生
作
文

ヨ
ン
テ
ス
ト

（

ひ
と
事
と

横
向
く
心
が
　
差
別
生
む

熱
日
町
　
　
日
原
　
　
隆

我
が
望
み
　
人
も
望
む
と
　
知
る
心

宇
津
丼
町
　
藤
本
　
光
生

大
人
か
ら

し
め
せ
差
別
の
　
な
い
社
会

長
浜
町
　
　
藪
内
キ
ヌ
ヱ

親
子
で
も

人
権
守
っ
て
　
良
い
暮
し

長
見
町
　
　
未
須
ヒ
サ
ヨ

ま
た
、
各
コ
ン
ク
ー
ル
に
あ
い
て

次
の
人
が
入
選
さ
れ
ま
し
た
。
（次

の
入
賞
作
品
は
今
回
の
展
示
に
含
ま

れ
ま
せ
ん
。
浜
日
市
分
抜
粋
）

○
島
根
県
人
権
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

問
い
合
わ
せ
先
　
人
権
同
和
教
育
啓

発
セ
ン
タ
ー

（な
内
線
２
６
０
）

ク
ー
ル

☆
最
優
秀
賞

二
中
３
年

☆
優
秀
賞
有
福
小
４
年

東
中
３
年

☆
入
選松
原
小
６
年

後
野
小
３
年

国
府
小
５
年

有
福
小
６
年

一
中
３
年

十
中
３
年

東
中
２
年

日
淵
御
名
子

佐
々
木
真
智
子

豊
福
　
百
受実

山
本
沙
也
加

向
原
　
進
太

酒
井
　
柚
佳

岡
田
　
香
奈

相
坂
　
俊
平

舟
木
　
類
佳

坂
本
　
成
美

農
林
水
産
省
で
は
、

平
成
１７
年
２
月
１
日

現
在

で
、
「
２
０
０

５
年
農
林
業
セ
ン
サ

ス
」
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
我
が

国
の
農
林
業

≧
辰
山

村
地
域
の
実
態
を
明

ら
か
に
す
る
最
も
基

本
的
な
調
査
で
す
。

１
月
中
旬
か
ら
調

査
員
が
農
林
業
関
係

者

の
人

を

訪

問

し

て
、
調
査
票
区
農
林

業
の
経
営
状
況
な
ど

の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
票
区
記
入
さ
れ
た
事
項
区

つ
い
て
は
、
統
計
以
外
の
目
的
区

ほ
使
用
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
情
報
管
理
課
情

報
化
推
進
係

（奮
内
線
２
７
４
）

農稲業慢押け訊

広報はまだ :平成17年 1月 15日暑



◆
登
録
制
度

市
で
は
、
業
務
の
必
要
区
応
じ
て
、

市
役
所
や
市
の
施
設
で
働
＜
臨
時
職

員
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
採
用
者
ほ

つ
い
て
は
、
事
前
Ｅ
登
録
さ
れ
た
人

の
中
か
ら
、
条
件
に
合
う
人
を
選
者

し
、
書
類
審
査

・
面
接
な
ど
に
よ
り

決
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
登
録
は
、
年
度
ご
と
ほ
行
い
、

有
効
期
間
は
年
度
末

（３
月
３‐
日
）

ま
で
と
な
り
ま
す
。
平
成
１６
年
度
ほ

登
録
を
さ
れ
て
い
る
人
も
、
平
成
１７

年
度
の
登
録
を
希
望
さ
れ
る
場
合
ほ

は
、
新
た
Ｅ
登
録
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

◆
対
象
者

年
齢
１８
歳
以
上

（定
時
制
を
除
き

高
校
生
は
不
可
）

◆
職
種
主
な
職
種
、
防
要
な
沓
一格
お
よ
び

賃
金
は
表
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
こ
の
表
Ｅ
な
い
職
種
も
業

務
の
必
要
ほ
よ
り
採
用
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

◆
勤
務
時
間

週
５
日
以
内
、
１
日
８
時
間
以
内

（職
種
、
勤
務
場
所
ほ
よ
り
異
な
り

ま
す
。
）

◆
勤
務
場
所

市
役
所
の
本
庁
舎
お
よ
び
分
庁

□

□

舎
、
叉
ほ
学
校

・
幼
稚
園
な
ど
の
出

先
職
場

◆
雇
用
期
間

業
務
の
必
要
ほ
応
じ
た
期
間
で
６

か
月
以
内

（必
要
な
場
合
は
更
新
す

る
。
）

◆
登
録
方
法

市
販
の
履
歴
書
ほ
写
真
を
貼
付
し

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
人
事
課

（市
役
所
３
階
）
ま
で
持
参
又
ほ
郵

送
し
て
＜
だ
さ
い
。
履
歴
書
区
は
、

希
望
職
種
、
勤
務
可
能
時
間
の
範
囲
、

臨
時
事
務
員
ほ
パ
ソ
コ
ン
の
操
作
程

度
を
防
ず
記
入
し
て
＜
だ
さ
い
。

◆
登
録
受
付

４
月
１
日
付
採
用
に
つ
い
て
は
、

３
月
４
日
０

（郵
送
の
場
合
は
当
日

消
印
有
効
）
ま
で
区
登
録
受
付
し
た

人
か
ら
選
者
を
行
い
ま
す
。

そ
れ
以
後
の
採
用
に
つ
い
て
は
、

随
時
受
け
付
け
ま
す
。

◆
注
意
事
項

こ
の
登
録
ほ
採
用
を
保
障
す
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

各
職
場
の
業
務
の
必
要
に
応
じ
て

採
用
を
行
い
ま
す
の
で
、
希
望
職
種

の
募
集
が
行
わ
れ
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
登
録
者
が
多
数
の
職
種

や
、
希
望
さ
れ
た
勤
務
条
件
ほ
合
わ

な
い
な
ど
の
理
由
で
、
登
録
期
間
内

Ｅ
採
用
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
百
承
＜
だ
さ
い
。

登
録
内
容
の
変
更
や
、
登
録
の
取

り
消
し
を
希
望
さ
れ
る
場
合
に
は
、

人
事
課
ま
で
連
絡
し
て
＜
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

人
事
課
人
事
係
（
な
内
線
３
３
２
）

賃金ほ平成16年度の実績です。
臨時用務員の賃金ほ勤務場所こよって異なります。

◆ 登 録から採用までの流れ
※登録ほ年度末まで有効

増大年賞状

|し
おかぜ駅伝

冬の風物詩として定着し

たしかかぜ駅伝で浜日チー

ムは、7位と大健闘の活躍

を見せて<れました。

今年も国府小学校の 6年生の

岡本咲希さん、 5年 生の上ヶ迫

誠さん、内方桃子さんたちが作

成した 「特大年賀状」を市長|こ

手渡しました。(今月末まで市

役所 1階市民ロビー|こ展示)

職  種
い芸1客1奪1特141ギ
隻 金 (日当)

臨時事務長 wo,o(Exceび電母可能
6 , 1 1 0 円

臨時保健師 保健師身許
6,540円

臨時看護師 華 母,発軒
6,540円

臨時用務員
資鞠ユ印いまけん
6 , 1 6 0 円～7 , 9 4 0 円

臨8寺幼稚園教諭 抑雄国勢調角許
6,540円

人事課|こ履歴書を提出 (登録完了)

(4月 1日付採用分の登録期限は3月 4日 )

《臨時職員を魅要とする場合》

魅要とする職場の担当者が登録者の中から

条件|こ合う方を書類選者

各職場の担当者が面接を行い、勤務条件などを確認

採 否 決 定

広報はまだ :平成17年 1月 15日暑



暦と祝祭節

浜田市国際交流員  韓   開

しょう。私も同じですが…中国人としてもう
一つの新

年の到来をわ<わ <し ているところです。この古<か

ら大事|こ守られている中国の新年は、春節と言って、

正月|こ対して、旧正月とも言います。2005年の春節

は、 2月 9国 です。

中国漢民族が使つているカレンダ
ーをめ<っ てみる

と、中国には二通りの暦が存在していることが分かり

ます。古来の中国では、数種類の暦が使用されていま

した。漢武帝が紀元前104年|こ農耕|こ適する4000年前

の夏王朝の暦 「夏暦」を再び採用してから、この暦|こ

従い、2000年余りの歳月を経て、農耕と伝統行事ほ今

回まで31き続き行われてきました。この暦は、農耕|こ

重要な役割を果とすため、「農暦」と8子ばれるほか|こ、

「旧暦」「陰暦」とも0乎ばれてしヽます。1949年から大陸

全域で西暦が使用され、夏暦こ対して、「公暦」「新暦」

「陽暦」とも呼ばれてしヽます。いまの中国人は西暦に

従つて社会生活を営んでいますので、年中行事などは

新暦、旧暦こよつてそれぞれ行われています。

新暦で祝う祝祭日は、新中国成立後|こ新たな法定記

念日として作られたものが多いです。伊」えば、国慶

節、国際婦安節、国際労働節、中国青年節、国際児童

節、教師節、植樹節などです。改革 ・開放以降、中国

人は、忘れてしヽた伝統的な 「節」を徐々|こ懐かしおよ

う|こなり、「文化大革命」で
一時途絶えた様々な風習を

復活させました。各地の中国人|こ周染み深いのは、や

はり団築円滴な春節、悲し|ザなラブスト
ーリーを物語

る七ダ、海上|こ浮かぶ名月の中秋節、竜船を競漕す

る端午の節旬、金モクセイの薫りが凛う重陽の節旬、

先祖を偲ぶ清明節などがあります。しかし中国人|こ

とって、一番なのはなんと言つても春節でしよう。現

代中国人|ことつての春節は、帰省 ・
一家固興 。大晦日

の食事 ・餃子 ・春節の対旬 ・お年玉 ・爆竹のみなら

ず、民族性 ・性格 ・生活様式 ・食文化
・倫理 ・芸術 ・

信仰などの各要素で融合した中華民族のシンボルのよ

うな存在です。さすがの新文化運動先駆者の魯迅も春

節|こついて、『1日暦の歳末は、何といつても歳末の感

じが濃い』と残され、春節への想いを切り捨てられま

せん。

経済のグローバル化が進お今回、中国の都市部で

は、聖誕節 (クリスマス)、情人節 (バレンタイン

デー)、復活節 (イースタ
ー)を矢□らない若者はほとん

どいません。若者はクリスマスの宗教的な意味をまつ

た<者 えてな<、 若者が必要としているのは、個性を

存分|こ発揮でき、自我の快楽を表現できる場所です。

伝統を守らないまま、単|こ流行の潮流を追つて行<の

は、無貢任な行為だと批判されています。

暦の話し|こ戻りますが、日本|こ来て、端午、七ダな

「
行
政
評
価
」
を
試
行
実
施

し
ま

し
た
。

今
年
度
、
市
で
は
、
市
の
実
施
す

る
事
業
に
つ
い
て
市
民
の
普
さ
ん
ヘ

の
説
明
責
任
の
向
上
、
職
員
の
意
識

改
革
、
事
務
事
業
の
効
率
性

の
向

上
、
そ
し
て
事
務
事
業
の
見
直
し
の

た
め
ほ
、
行
政
評
価
を
試
行
的
に
実

施
し
ま
し
た
。

概
要
ほ
次
の
と
お
り
で
す
。

１
　
平
成
１５
年
度
市
が
実
施
し
た
事

業
の
中
か
ら
、
各
係
１
事
業
程

度
、
７８
事
業
を
評
価

２
　
評
価
は
、　
一
次
、
二
次
の
２
段

階
で
、　
一
次
評
価
は
担
当
課
長
が

全
７８
事
業
を
行
い
、
二
次
評
価
ほ

助
役
を
ト
ッ
プ
と
す
る
評
価
委
員

会
が
７８
事
業
の
う
ち
、
内
部
事
務

を
除
＜
７４
事
業
を
行
う
。

３
　
評
価
は
、
二
次
評
価
に
お
い
て

Ａ
～
Ｄ
ま
で
の
４
区
分

Ａ
評
価
　
〈
フ
後
も
継
続
し
て
計
画
ど

お
り
事
業
を
実
施
し
て
い
＜
も
の

と
し
て
、
２２
事
業

高
誌
編
黛
事
業
十
行
政
還
曽
効
率

鰹

遅

Ｂ
評
価
　
事
業
の
進
め
万
の
改
善
を

検
討
す
る
も
の
と
し
て
、
郷
事
業

一

昌

！犠

替

Ｃ
評
価
　
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
向
上
す

る
た
め
Ｅ
は
、
現
状
維
持
で
は
不

十
分
で
あ
り
、
最
優
先
で
改
善
と

改
革
が
必
要
と
者
え
、
事
業
規

模

・
内
容
ま
た
は
実
施
主
体
の
見

直
し
を
検
討
す
る
も
の
と
し
て
、

セ
事
業

職
曇
基
盤
裂
盤
金
繁
Ｉ
番
選
職

記
魯
愚
輝
景
込
鏡
盤
豊
議
事
業

な
む

Ｄ
評
価
　
事
業
の
休

・
廃
止
を
含
め

た
基
本
的
な
方
向
性
の
検
討
を
す

る
も
の
。
中
長
期
的
に
取
り
組
お

問
題
も
含
ん
で
あ
り
、
早
急
に
解

決
で
き
る
事
業
ば
か
り
で
は
な
い

が
、
改
革
区
ほ
今
す
ぐ
に
で
も
取

り
組
お
べ
き
も
の
と
し
て
、
１１
事

業博
国
府
申
掌
絞
Ａ
国
癒
ふ
れ
あ
い

旨業
な
ど

な
お
、
個
別
の
実
施
結
果
に
つ
い

て
は
、
報
告
書
を
各
連
絡
係
お
よ
び

市
役
所
１
階
市
民
ロ
ビ
ー
ほ
配
置
し

ま
す
。
ま
た
市
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
に
も

掲
載
し
ま
す
の
で
、
ご
覧
＜
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

行
財
政
改
革
推
本
部
事
務
局

総
合
調
整
室

（ａ
内
線
３
１
２
）
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市
役
所
の
申
告
相
談

市
で
は
、
２
月
７
日
側
～
３
月
１５

日
側
に
市
民
税

・
県
民
税

（兼
国
民

健
康
保
険
料

・
介
護
保
険
料
）
の
申

告
お
よ
び
確
定
申
告
の
相
談
を
行
い

ま
す

（申
告
相
談
日
程
表
を
参
照
）
。

な
お
、
還
付
申
告
以
外
の
確
定
申
告

お
よ
び
農
業
所
得
の
申
告
ほ
つ
い
て

は
、
２
月
１６
日
側
以
降
の
受
け
付
け

に
な
り
ま
す
。

申
告
相
談
に
必
要
な
も
の

①
申
告
用
紙
と
印
鑑

②
所
得
の
明
網
書

（給
与
所
得
や
公

的
年
金
な
ど
の
源
泉
徴
収
票
、
そ

の
ほ
か
所
得
状
況
を
示
す
も
の
）

③
所
得
控
除
を
受
け
る
た
め
に
防
要

な
も
の

（生
命
保
険
料
や
損
害
保

険
料
の
払
込
証
明
書
、
社
会
保
険

料
払
込
み
額
の
お
知
ら
せ
や
領
収

書
な
ど
）

④
金
融
機
関
の
□
座
番
暑
の
わ
か
る

も
の

（所
得
税
還
付
金
の
払
込
先

確
認
区
必
要
な
た
め
）

申告相 談 日程 表

(本庁 申告相談 日程表〉

相 談  場  所 月  日 時  間

浜 日 市 役 所

市民ロビー (1階 )

2 月 7 日 個)

3月 15日 快)

(上、日、祝日は除く)

午前 9時 ～

午後 4時

(出張申告相談 日程表〉

相 談 場 所 月  日 時  間

大麻公民館 2月 18日 Q)

午前 9時 ～

午後 4時

国府公民館有福分館 (1日有福中学校) 2月 22日 快)

農業構造改善センター (美川連絡係)
2月23日は)

2月 24日 休)

国府公民館 2月 25日 Q)

周布公民館
3 月 1 日 快)

3月 2日 は)

マリン交流センター (長浜公民館)
3月 3日 / f t )

3月 4日 Q)

⑤
そ
の
他
申
告
任
魅
要
と
思
わ
れ
る

書
類

※
　
期
間
中
は
、
市
県
民
税
申
告
書

を
税
務
課
、
各
連
絡
係
区
用
意
し

て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
税
務
課
市
民
税
係

（奮
内
線
１
３
１

・
１
３
２
）

給
与
支
払
報
告
書
の
作
成
ほ
お
済

み
で
す
か
。

期
限
後
に
提
出
す
る
と
、
平
成
１７

年
度
の
市
民
税

・
県
民
税
の
通
知
が

遅
れ
る
な
ど
、
皆
さ
ん
の
給
与
事
務

に
支
障
が
出
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

必
ず
期
限
ま
で
に
税
務
課
市
民
税
係

へ
提
出
し
て
＜
だ
さ
い
。

提
出
先
　
受
給
者
の
住
所
地

（平
成

‐７
年
１
月
１
日
現
在
）
の
市
町
村

提
出
書
類
　
給
与
支
払
報
告
書

（１

人
に
つ
き
２
枚
）
、
総
括
表

※
　
記
載
方
法
な
ど
に
つ
い
て
不
明

な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
問
い

合
わ
せ
＜
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
税
務
課
市
民
税
係

（奮
内
線
１
２
２
）

平
成
１６
年
分
所
得
税
確
定
申
告
の

相
談

・
申
告
書
の
受
付
期
間
は
、
２

月
１６
日
側
～
３
月
１５
日
側
ま
で
で
す
。

違
付
申
告
の
人
は
、
２
月
１５
日
側

以
前
で
も
申
告
書
を
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

【大
切
な
の
は
、
自
分
で
書
く
こ
と
】

申
告
と
納
税
を
行
う

「申
告
納
税

制
度
」
の
趣
旨
区
基
づ
き
、
確
定
申

告
書
な
ど
を
自
分
で
作
成
し
、
申
告

し
て
も
ら
う

「自
書
申
告
」
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

相
談
会
場
で
は
、
自
分
で
確
定
申

告
書
な
ど
を
作
成
し
て
も
ら
い
、
分

か
ら
な
い
点
区
つ
い
て
は
、
ア
ド
バ

イ
ス
を
し
て
い
ま
す
。

【イ
ン
タ
ー
ネ
ツ
ト
に
よ
る
申
告
書

の
作
成
に
つ
い
て
】

国
税
庁
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
の

「所
得

税
の
確
定
申
告
書
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

を
利
用
す
れ
ば
、
申
告
書
の
作
成
が

簡
単
に
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
利
用
し
て

＜
だ
さ
い
。

国
税
庁
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ

す
洋
汁『
”＼
＼
〓
〓
〓
・
⊃
汁Φ　
∞
〇
・
」０

◎
確
定
申
告
書
Ａ
様
式
記
載
説
明
会

日
時
　
１
月
３‐
日
偶
～
２
月
２
日
側

午
前
９
時
３０
分
～
、

午
後
１
時
３０
分
～

場
所
　
石
見
公
民
館

対
象
者
　
税
務
署
か
ら
送
付
さ
れ
た

確
定
申
告
書
が
Ａ
様
式
の
人
（申
告

所
得
が
年
金
収
入
や
給
与
収
入
、

配
当
収
入

一
時
所
得
だ
け
の
人
）

持
参
し
て
も
ら
う
書
類
な
ど

①
先
区
送
付
し
た
確
定
申
告
書
Ａ
様

式
な
ど

一
式

②
年
金
や
給
与
の
源
泉
徴
収
票
（原

本
）
、
配
当
所
得
の
計
算
書
、　
一

時
所
得
の
計
算
が
で
き
る
も
の

③
国
民
健
康
保
険
料
や
国
民
年
金
な

ど
の
社
会
保
険
料
控
除
対
象
金
額

が
わ
か
る
も
の

④
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
は
医
療

費
の
領
収
書

⑤
生
命
保
険

・
損
害
保
険
の
支
払
額

の
証
明
書

⑥
配
偶
者
に
収
入
が
あ
る
人
は
、
配

偶
者
の
収
入
金
額
の
わ
か
る
も
の

⑦
還
付
金
の
受
け
取
り
□
座
番
暑

③
電
卓
な
ど
の
計
算
用
具
、
筆
記
用

具
、
印
鑑
な
ど

問
い
合
わ
せ
先
　
浜
日
税
務
署

（奮

②
０
８
６
０
）
、
個
人
課
税
部
門

公

②
０
４
１
４
）

轟
薔

鴫

耀
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郷
歳
に
な
，
た
，
国
民
年
金
！を

こ
の
た
び
成
人
式
を
迎
え
ら
れ
た

曽
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

郷
歳
に
な

っ
て
与
え
ら
れ
る
権
利

や
義
務
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、

国
民
年
金
も
そ
の
ひ
と
つ
で
す
。

国
民
年
金
は
、
国
内
区
住
ん
で
い

る
郷
歳
か
ら
６０
歳
の
す
べ
て
の
人
が

加
入
す
る
年
金
制
度
で
加
入
種
別
ほ

３
つ
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

第
１
号
被
保
険
者
　
学
生
、
自
営
業

者
、
フ
リ
ー
タ
ー
な
ど

会
男
２

暑

・
第
３
暑
被
保
険
者
に
該
当
し

な
い
人
）

第
２
号
被
保
険
者
　
△
蚕
社
員
な
ど

（厚
生
年
金
保
険
な
ど
被
用
者
年

金
Ｅ
加
入
し
て
い
る
人
）

第
３
号
被
保
険
者
　
△
蚕
社
員
な
ど
に

扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者

（第
２

暑
被
保
険
者
の
被
扶
養
配
偶
者
）

会
社
Ｅ
勤
務
し
厚
生
年
金
保
険
な

ど
に
加
入
し
て
い
る
人
は
、
加
入
届

や
保
険
料
納
付
ほ
会
社
を
通
し
て
行

わ
れ
ま
す
。
厚
生
年
金
保
険
や
共
済

年
金
な
ど
ほ
届
出
を
す
る
こ
と
ほ

よ
っ
て
国
民
年
金
の
第
２
暑
被
保
険

者
と
し
て
加
入
し
て
い
る
こ
と
Ｅ
な

り
ま
す
。

学
生
や
自
営
業
な
ど
第
１
暑
被
保

険
者
は
、
剣
歳
区
な
る
と
住
所
地
の

役
場
で
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を

し
て
＜
だ
さ
い
。
加
入
ほ
、
例
歳
の

誕
生
国
の
前
日
か
ら
で
、
そ
の
月
分

か
ら
保
険
料
負
担
が
始
ま
り
ま
す
。

平
成
１６
年
度
の
保
険
料
額
は
、
１
か

月
１
３
、
３
０
０
円
で
す
。
保
険
料

を
前
払
い
で
き
る
前
納
制
度

（保
険

料
割
引
あ
り
）
や
、
納
め
忘
れ
が
な

＜
安
心

・
確
実
な
□
座
振
替
も
あ
り

ま
す
。

学
生
納
付
特
例
制
度

授
業
料
や
生
活
費
負
担
が
大
き
い

学
生
は
、
学
生
納
付
特
例
制
度
が
あ

り
ま
す
。
申
請
し
て
承
認
さ
れ
る

と
、
保
険
料
を
納
付
で
き
る
期
限
が

先
Ｅ
延
ば
さ
れ
、
就
職
し
た
後
で
こ

の
期
間
分
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
承
認
さ
れ
た
期
間
は
年
金
を
受

け
取
る
た
め
の
必
要
な
期
間
と
し
て

取
り
扱
い
ま
す
が
、
年
金
額
の
計
算

に
ほ
入
り
ま
せ
ん
の
で
卒
業
後
は
早

め
ほ
納
め
ま
し
よ
う
。

な
か
、
学
生
に
は
、
定
時
制
、
通

信
課
程
、
各
種
専
門
学
校

（
一
部
対

象
外
）
の
学
生
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

学
生
以
外
の
第
１
暑
被
保
険
者

で
、
保
険
料
を
納
め
た
＜
て
も
所
得

が
低
＜
て
ど
う
し
て
も
納
め
ら
れ
な

い
人
の
た
め
Ｅ
、
保
険
料
免
除
制
度

が
あ
り
ま
す
。
加
入
者
本
人
や
配
偶

者
、
世
帯
主
な
ど
の
所
得
区
制
限
が

あ
り
ま
す
の
で
事
前
ほ
相
談
し
て
＜

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
浜
日
社
会
保
険
事

務
所

（奮
②
０
６
７
３
）

仕
事
な
ど
で
忙
し
＜
、
平
日
の
昼

間
ほ
年
金
相
談
で
き
な
い
人
へ
の
相

談
窓
□
を
開
設
し
ま
す
。

日
時
　
１
月
勉
日
０
、

２
月
１９
日
０
、
郷
日
個
、

３
月
セ
日
０
、
１３
日
０

午
前
８
時
３０
分
～
午
後
５
時

※
　
毎
週
月
躍
日
ほ
午
後
８
時
ま
で

時
間
延
長
し
て
い
ま
す
。
（た
だ

し
、
月
躍
日
が
祝
日
の
場
合
は
翌

日
の
火
躍
日
。
）

場
所
　
浜
日
社
会
保
険
事
務
所

問
い
合
わ
せ
先
　
浜
日
社
会
保
険
事

務
所

（ａ
②
０
６
７
２
）

寵

平
成
６
年
ほ
市
民
会
館
が
廃
館
と

な

っ
た
後
、
市
民
集
会
所
と
し
て
利

用
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
浜

日
市
民
集
会
所

（旧
市
民
会
館
）
を

解
体
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

市
民
集
会
所
の
利
用
は
３
月
末
で

終
了
し
ま
す
。
長
い
間
、
ご
利
用
い

た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
（総
務
課
）

あなたの建物は

地震が起きても六丈夫?

―住宅の耐震診断を支援します一

(平成17年3月 まで)

市では、市内|こ数多<存 在する木造住宅の地震

|こ対する安全性の向上を図るため、耐震診断を希

望する建築物の所有者など|こ対して、その診断こ

かかる費用の
一部を補助する 「木造住宅耐震診断

事業補助交付制度」を行っていますが、この補動

は今年で終了します。

地震はいつ起きるかわかりません。万
―こ備え

て、ぜひ耐震診断を実施しましよう。

1柵目鋼け'|“1榔稼
建築物が地震に対してどの程度耐えられるか

を、現地調査や構造計算|こよつて評価し診断する

ことです。

れや郵W
耐震診断に要する費用の 6分の 5以内で25,000

円を限度とします。

(標準的な住宅の診断料よ30,000円程度です。)

1 障

市内|こ所在する次のいずれ|こも該当する住宅で

す。

コ昭示□56年5月 31日以前|こ建築され、またほ着工

した一戸建てまたは長屋建てのもの。

■国、地万公共団体そのほか公的団体が所有する

以外のもの。

■住宅部分の床面積の合計が延べ床面積の 2分の

1以上であるもの。

問い合わせ先

建築住宅課建築係 (a内線 353・ 354)

こ こ
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島根県立大学

ホームページ:httP:/んVWMu―shimane.acttP

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
こ
こ
浜
日
を
中
心
と
す
る
石

見
地
方
の
方
々
の
ご
支
援
の
な
か

に
、
島
根
県
立
大
学
も
建
学
５
年

目
の
新
春
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
地

域
に
、
大
学
が
し
っ
か
り
と
根
を

下
ろ
し
た
こ
と
を
実
感
し
、
心
か

ら
嬉
し
＜
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
今
、
過
去
を
振
り

返
っ
て
い
る
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

大
学
ほ
、
常
区
新
し
い
可
能
性
を
求

め
て
走
り
続
け
て
い
ま
す
。
特
区
今

年
は
、
８
県
立
大
学
の
統
合
、
そ
し

て
法
人
化
と
い
う
時
代
の
課
題
と
取

り
組
み
、
実
行
推
進
の
是
非
を
間
う

年
と
な
り
ま
す
。

人
生
で
も
世
の
中
で
も
同
様
で
す

が
、
よ
＜
者
え
て
み
ま
す
と
、
前
途

と
い
う
も
の
ほ
ほ
常
に
未
知
の
世
界

が
広
が

っ
て
お
り
、
希
望
と
不
安
が

交
錯
し
て
い
ま
す
。
大
学
と
し
て

も
、
改
め
て
、
こ
れ
か
ら
世

の
た

め
、
そ
し
て
地
域
の
た
め
、
何
が
で

き
る
か
と
い
う
こ
と
を
、
問
い
直
し

て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
浜
日
の

方
々
か
ら
も
、
大
学
の
あ
り
方
底
関

し
積
極
的
な
提
案
や
ア
イ
デ
ィ
ア
を

お
寄
せ
＜
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。
共
々
区
未
知
の
未
来
を
開

拓
し
て
い
き
た
い
と
切
望
し
て
お
り

ま
す
。

来
年
度
か
ら
、
本
学
と
韓
国
の
慶

北
大
学
校
と
の
間
に
お
い
て
、
交
換

留
学
生
制
度
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
制
度
は
、
本
学

と
慶
北
大
学
校
の
学
生
が
１
年
間
、

相
互
の
大
学
任
留
学
し
て

一
般
学
生

と
同
じ
授
業
を
受
け
単
位
を
取
得
す

る
も
の
で
す
。
来
年
３
月
区
ほ
本
学

か
ら
１
名
、
９
月
に
は
慶
北
大
学
校

か
ら
学
生
が
留
学
し
、
相
互
区
交
流

を
深
め
る
予
定
で
す
。

セ
月
１１
日
、
本
学
Ｅ
て
第
５
回
国

際
文
化
交
流
の
タ
ベ
を
開
催
し
ま
し

た
。
ジ

ョ
イ

ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
で

は
、
白
岩
貢
さ
ん
と
奏
江
利
奈
さ
ん

の
楽
し
い
語
ら
い
が
聴
衆
の
笑
い
を

誘
い
、
終
盤
の

『島
根
県
民
の
歌
』

で
は
、
会
場
か
ら
も
歌
声
が
起
こ
り

ま
し
た
。
第
２
部

の
タ
ベ
の
会
ほ

は
、
浜
日
高
校
か
ら
も
出
席
を
頂

き
、
本
学
の
各
団
体

・
各
サ
ー
ク
ル

が
、
演
奏
な
ど
で
盛
り
上
げ
ま
し

た
。セ

月
９
日
ほ
本
学
講
堂
に
て
、
損

保
ジ
ャ
パ
ン
総
合
研
究
所
理
事
長
の

流
の
タ

３
回
生

講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
講
演
ほ

「
ワ
シ
ン
ト
ン
の
１０
年
」
と
い
う
演

題
で
、
今
年
の
初
め
ま
で
日
不
人
と

し
て
初
め
て
副
専
務
理
事
を
勤
め
た

Ｉ
Ｍ
Ｆ

（国
際
通
貨
基
金
）
で
の
１０
年

間
の
経
験
に
基
づ
き
、
ア
ジ
ア
の
通

貨
危
機
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ヨ
ン

の
功
罪
な
ど
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す

＜
話
し
て
い
た
だ
き
、
学
生
か
ら
の

質
問
が
尽
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

換
程
ぼ
麗
↓ず

○
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク

・
サ
ロ
ン

ー
月
梵
日
側
　
午
後
５
時
～
了
時

発
表
　
小
野
講
師
、
吉
本
礼
三
ほ

ま
だ
漁
業
協
同
組
合
参
事

会
場
　
北
東
ア
ジ
ア
地
域
研
究
セ

ン
タ
ー
棟
２
Ｆ
レ
ス
ト
ラ
ン
・

ビ
ュ
ー
ラ
イ
ン

杉
崎
重
光
氏
を
講
師
に
お
迎
え
し
て
　
一　
　
９
月
了
日
か
ら
２８
日
ま
で
、
全
国

―
―
ｌ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｌ
ｌ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
，↑
等
↑
↑
ｏ

内
閣
府
青
年

国
際
交
流
事
業
に
参
加
し
て

４
年
　
士
□
日
友
香

フ均
め
均
う
均
う
う
０
１９
９
，
，
０

か
ら集ま
った
１１名
の団員とと
”

腕鞠
璃
熱

抱い彼瓢フの釣幕岸伊設拝湖開
中

深
＜
根
付
い
て
い
る
の
が
新
鮮
睦

じ

融刊戸環光ば瀞脚降腹方覚策
中

脚厳静御幹ド該跡拘耶詢湘に中

現
地
若
者
と
の
会
話
か
ら
、
パ
レ

ス
テ
ナ
問
題
や
資
源
問
題
な
ど
、

国
際
社
会
に
お
け
る
ヨ
ル
ダ

ン
の

複
雑
な
立
場
も
実
感
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
経
験
は
、
私
の
人
生

Ｅ
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
財
産

い 地 見 始 で
き 域 直 め す
を で す る

°

い の と な 帰
と 国 と ど 国
者 際 も し し
え 交 に て た
て 流
｀ ｀
現

い こ こ 自 在
ま 貢 れ 国

｀

曳
U 宮 花 等
て も を を
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健康ひうぽ

育て
デ

子ビもの事数を踊ごうゴ
子どもは、好奇心の塊です。そのため、思いもよらな

い事故|こつながってしまうことがあります。日本の子ど

もの死亡原因の第一位は不慮の事故|こよるものです。

こうした事故の多<こ は、おとなが注意することで防

ぐことができるものも多<あ ります。子どもたちの事故

を防ぐこは、わたしたちあとなが、事故予防への意識を

高めることが大切です。 ゴ

接

蝦

や

ま

え

ら

州
ｉ
デ

ツ

ん

姉

バラ

ｉ
翻

瓢

刷

イ

ヌ

バ

ず

ナ
ヽ
そ

強

ひ鮪

議締

グ

ヤ待

を

実

酬
続

誤
錬
″
あ
っ
、
歓
み
込
ん
だ
′
″

浜
田
市
で
起
こ
っ
た
誤
飲
・
誤
暁

１
位
　
タ
バ
コ

２
位
　
＜
す
り

３
位
　
お
金

※
　
誤
飲

・
誤
瞬
　
異
物
を
誤
っ
て

飲
み
込
お
こ
と
。

直
径
３

釧
程
度
の
も
の
ほ
簡
単
Ｅ

飲
み
込
め
ま
す

家
の
中
で
起
こ
る
誤
飲

・
誤
隠
事

故
の
ほ
と
ん
ど
は
、
床
か
ら
ｌ
ｍ
以

下
の
高
さ
に
飲
み
込
お
危
険
の
あ
る

小
さ
い
も
の
が
お
い
て
あ
る
こ
と
か

ら
発
生
し
ま
す
。
と
＜
ほ
タ
バ
コ
が

溶
け
出
し
た
波
を
飲
お
と
ニ
コ
チ
ン

の
吸
収
が
早
＜
、
と
て
も
危
険
で

す
。
ジ
ュ
ー
ス
の
空
き
缶
ほ
水
を
入

れ
て
灰
皿
代
わ
り
に
す
る
の
ほ
や
め

ま
し
よ
う
。

も
し
も
飲
み
込
ん
で
し
ま

っ
た

ら
、
医
療
機
関
Ｅ
受
診
を
し
ま
し
よ

一つ
。

転
露

″

あ

っ
と
吾

う

た
す

″

浜
田
市
で
起
こ
っ
た
転
落

１
位
　
い
す

２
位
　
階
段

３
位
　
ベ
ツ
ド

寝
返
り
を
う
つ
よ
う
ほ
な
る
と
ど

こ
か
ら
で
も
転
落
す
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

転
落
の
危
険
が
あ
る
場
所
区
ほ
柵

や
鍵
を
か
け
、
子
ど
も
が
１
人
で
入

れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。
子
ど

も
の
成
長
は
と
て
も
早
＜
、
昨
日
ま

で
は
で
き
な
か
っ
た
こ
と
で
も
今
回

は
で
き
る
よ
う
ほ
な

っ
て
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
大
丈
夫
と
思

っ
て
も

油
断
ほ
禁
物
で
す
。

〈も
し
事
故
が
起
こ
っ
た
ら
―
）

症
状
を
よ
＜
観
察
し
、
心
配
な
場

合
ほ
か
か
り
つ
け
医
に
受
診
、
ま
た

は
電
話
を
し
ま
し
よ
う
。
頭
を
打
つ

と
後
か
ら
症
状
が
あ
ら
わ
れ
る
こ
と

が
あ
る
の
で
注
意
し
て
子
ど
も
の
様

子
を
観
察
し
ま
し
よ
う
。

や
ｒ十‐ど
！
！！！
！
！
！
！
！
！

や
け
ど
ほ
熟
湯
に
よ
る
も
の
が
最

も
多
い
の
で
す
が
、
使
い
捨
て
カ
イ

□
や
ホ
ツ
ト
カ
ー
ベ
ツ
ト
な
ど
区
よ

る
低
温
や
け
ど
も
起
こ
り
や
す
い
の

で
注
意
が
２
要
で
す
。

〈家
で
で
き
る
応
急
手
当
〉

①
流
水
も
し
＜
ほ
米
水
で
郷
分
以
上

冷
や
す

②
不
必
要
な
薬
ほ
塗
ら
な
い
（味
階
、

ア
ロ
エ
、
馬
油
な
ど
は
、
網
菌
感

染
の
恐
れ
が
あ
る
の
で
つ
け
な
い

で
＜
だ
さ
い
。
）

③
水
ぶ
＜
れ
が
あ
る
と
き
や
痛
い
と

き
は
ガ
ー
ゼ
を
あ
て
る

（水
泡
ほ

破
ら
な
い
）

第
１
度

（皮
膚
の
表
面
が
赤
＜
な

り
水
泡
が
で
き
な
い
）
や
第
２
度
（水

泡
が
で
き
る
）
で
や
け
ど
の
範
囲
が

小
さ
い
場
合
は
、
す
ぐ
に
応
急
手
当

を
し
て
、
受
診
し
ま
し
よ
う
。

第
３
度
の
や
け
ど

（皮
が
お
け
、

皮
膚
が
黒
＜
こ
げ

て
た
り
、
白
＜

な

っ
て
い
る
）
の
場
合
と
、
や
け
ど

の
範
囲
が
大
人
の
手
の
ひ
ら
よ
り
広

い
場
合
は
、
急
い
で
病
院
へ
行
っ
て

＜
だ
さ
い
。

お
ぼ
れ
た

ほ
ん
の
１０

ｃｍ
＜
ら
い
の
深
さ
で
も

お
ば
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ハ
イ

ハ
イ
が
ほ
じ
ま
る
と
、
お
風
呂
の
残

り
湯
な
ど
で
お
ぼ
れ
る
事
故
が
あ
こ

り
や
す
＜
な
り
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
や

子
ど
も
が
水
の
あ
る
と
こ
ろ
ほ
近
づ

か
な
い
よ
う
気
を

つ
け
ま
し
よ
う
。

風
呂
の
ド
ア
ほ
は
鍵
を
か
け
る
、
浴

槽
や
洗
面
器
任
水
を
た
め
た
ま
ま
区

し
な
い
、
洗
濯
機
の
近
＜
任
足
場
区

な
る
も
の
を
お
か
な
い
な
ど
区
注
意

し
ま
し
よ
う
。

（子
育
て
支
援
課
）

タレう夕し タヽゥう″ウうタウ コヽ″ウ うタ ゥ うタ ウ つタ ウ ら″ ウ Yゃ ヽCやヽ・やヽ「やヽ「やヽ
)                                            ぐ

,  在 宅児フツ素塗布  ミ
ン     ～ 半年|こ1回ほフッ素≧布を～    ミ

'  歯 科検診、フッ素注布 (歯ブラ訊こ液をつ|サ ミ
,                                      ぐ

,轟に麓緊]可紛デ i
ン ※ 保育園・公立幼稚園入所者は各園で受けて ミ
ン  <ださい。                ミ
' 日時 2月24日休)              ミ
'  受付① 午後1時～18寺30分        ミ
,  受付② 午後1時30分～23寺        ミ
, ※ 受付時間①か②を選択し、申し込んで<だ ミ
,  さい。(申し込み開始ほ、 1月24日側から)ミ
ン 場所 子育て支援センタ

ー
          ミ

, 定
員 各 25人 (定員こなり次第締切)     ミ

3 料 金 300円                 5

' 持 参品 新 しい歯ブラン 1本 (フッ素≧布用) ｀

3  夕才ル、母子手帳             S
T ※ 歯ブランは年齢|こあった/」ヽさめのものを用 i
ド  意   <だ さ 。 ま

た、ゴム歯ブラ  塗 布

ミ  |こほ適しません。              '

ド 申 し込み先 子 育て支援課児童家庭係     々

ミ  ( a内 線 16 2・ 1 7 2 )          々

う                                    そ
ヽへ) へヽ, へヽ, へヽ, へヽ)ヽ‐ヽ ,ヽ ‐ヽ つヽ ‐ヽ つヽ ‐ヽ つヽ ‐ヽ 工 命/Cハ〃ぐハ/Cつ〃(ハ″

「広報はまだ」 1月 1日暑|とおいて、次のとおり

1謙夕難 儀導尋手?〒亨|千1
1【誤】|ほとけのざ 6め ばこ)|‐ |    ‐
【正】|ほとけのざ (たびらこ)‐  |  ‐
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平
成
１７
年
度
触
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
入
室
児
童
募
集

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
保
護
者

の
動
務
な
ど
ほ
よ
り
、
放
課
後
、
保

護
者
が
不
在
の
家
庭
の
小
学
１
～
３

年
生
の
児
童
を
預
か
り
、
生
活

・
遊

び
な
ど
の
指
導
を
行
う
事
業
で
す
。

市
で
は
、
次
の
と
お
り
平
成
１７
年

度
入
会
児
童
を
募
集
し
ま
す
。

定
員
　
各
グ
ラ
ブ
と
も
ほ
定
員
ほ
お

ぉ
ぉ
ね
３０
人
と
し
、
定
員
を
上
回

る
申
し
込
み
が
あ

っ
た
場
合
ほ
各

ク
ラ
ブ
の
状
況
に
応
じ
て
個
別
睦

検
討
し
ま
す
。
な
か
、
教
室
の
面

積
な
ど
の
都
合
上
、
定
員
を
超
え

て
の
受
け
入
れ
が
で
き
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。

対
象
児
童
　
石
見
小
、
原
井
小
、
周

布
小
、
美
川
小
、
三
階
小
、
松
原

小
、
国
府
小
、
長
浜
小
、
雲
雀
丘

小
Ｅ
在
籍
の
現
１

・
２
年
生
の
児

童
お
よ
び
今
年
４
月
区
就
学
予
定

の
児
一里

事
業
の
概
要

実
施
日

・
実
施
時
間
　
学
校
始
業
国

か
ら
終
業
日
ま
で
の
平
常
授
業
国

の
午
後
６
時
ま
で
。
夏

・
冬

・
春

休
み
期
間
中
も
開
設
し
ま
す
。

負
担
金
児
童
１
人
あ
た
り
月
額
５
、
０
０

０
円

（う
ち
１
、
０
０
０
円
ほ
お

や
つ
代
）
、
別
途
傷
害
保
険
料
５

０
０
円

（年
額
）

申
込
方
法
　
１
月
２８
日
０
ま
で
区
入

会
申
込
書
を
子
育
て
支
援
課
②
番

窓
□
Ｅ
提
出
し
て
＜
だ
さ
い
。
用

紙
ほ
、
子
育
て
支
援
課
、
各
学
校

の
放
課
後
児
童
ワ
ラ
ブ
任
あ
り
ま

す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
提
出
し
て
＜
だ
さ
い
。

な
お
、
入
会
決
定
は
、
３
月
上
旬

ほ
市
か
ら
郵
送
で
通
知
し
ま
す
。

提
出

・
問
い
合
わ
せ
先

子
育
て
支
援
課
②
番
窓
□

（な
内
線
１
７
３
）

母
子
家
庭
等
児
童

入
学
就
職
準
備
豊

母
子
家
庭
、
父
子
家
庭
お
よ
び
こ

れ
ほ
準
ず
る
家
庭

（詳
し
＜
ほ
お
問

い
合
わ
せ
＜
だ
さ
い
。
）
で
、
今
年
４

月
か
ら
小
学
校

、
中
学
校
、
高
校

区
入
学
予
定
の
児
童

・
生
徒
、
中

学
校
を
卒
業
し
て
就
職
予
定
の
生
徒

の
保
護
者
Ｅ
市
か
ら
準
備
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
。
（た
だ
し
、
平
成
１５
年

分
の
所
得
税
が
非
課
税
の
人
区
限
り

ま
す
。
）

持
参
す
る
も
の

○
印
鑑

（
シ
ャ
チ
ハ
タ
以
外
）

○
準
備
金
を
振
り
込
お
保
護
者
名
義

の
□
座
が
わ
か
る
も
の

（郵
便
局

以
外
）

○
平
成
１６
年
１
月
１
日
現
在
で
浜
日

市
区
住
民
票
が
な
い
人
ほ
平
成
崎

年
度
の
所
得
課
税
証
明
書

○
対
象
児
童
が
国
民
年
金
の
遺
族
基

礎
年
金
を
受
け
て
い
る
場
合
は
そ

の
証
書

○
配
偶
者
が
国
民
年
金
の
障
害
年
金

（１
級
以
上
）
ま
た
ほ
同
障
害
基

礎
年
金
を
受
け
て
い
る
場
合
は
そ

の
証
書

○
配
偶
者
が
９
体
障
害
者
手
帳

（２

級
以
上
）
の
交
付
を
受
け
て
い
る

場
合
は
そ
の
証
書

申
請
期
限
　
２
月
４
日
０

（た
だ

し
、
１
月
２
日
以
降
、
新
た
に
該

当
す
る
こ
と
と
な

っ
た
人
つ
い
て

ほ
３
月
３‐
日
休
）

申
請

・
問
い
合
わ
せ
先

子
育

て
支
援
課
（②
番
窓
□
　
な

内
線
１
７
２
）

爛
せ
靱

①
健
康
相
談

血
圧

・
俸
悩
肪
測
定
、
健
康
相
談

日
時
　
月
躍
日
と
金
躍
日

午
後
１
時
～
３
時

場
所
　
市
役
所
地
階
健
康
相
談
室

○
禁
煙
相
談
日

個
別
相
談
、
尿
Ｅ
含
ま
れ
る
三
コ

チ
ン
濃
度
測
定
　
（無
料
）

日
時
　
１
月
郷
日
０

午
後
１
時
～
３
時

場
所
　
市
役
所
地
階
健
康
相
談
室

問
い
合
わ
せ
先

健
康
長
寿
課
健
康
推
進
係

（な
内
線
１
６
４

・
１
６
６
）

○
断
酒
会

ど
な
を
で
も
気
軽
ほ
参
加
し
て
＜

だ
さ
い
。

日
時
　
２
月
１
日
側

午
後
了
時
～
９
時

場
所
　
浜
日
保
健
所

問
い
合
わ
せ
先
　
山
□
源
吉
さ
ん

公

②
２
４
９
こ

関

諸

鷹

○
生
活
り
Ａ
ビ
リ
教
室

転
倒
予
防
や
物
忘
れ
予
防
区
関
す

る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

日
時
　
１
月
勢
日
側
、
郷
日
側
、

姉
日
側

午
後
１
時
３０
分
～
３
時
３０
分

場
所
　
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

参
加
料
　
無
料

申
し
込
み
先

健
康
長
寿
課
高
齢
者
福
祉
係

（な
内
線
１
５
３
）

障害者パソコン講座

対象 浜 田市 ・那糞郡|こあ住まいの身1/A

障害者で、パソコツこ興味のある初級

者。

日時 2月 8日 快)～ 10日 体)

午後 1時30分～4時 30分

場所 島 根県立西郡晴報化センター

パソコン研修室 (いわみ一る内)

定員 10名

(申し込み多数の場合ほ抽選となりま

す。)

参加費 無 料 (送迎|こ関しては要相談)

申込期限 1月 25日 側

申し込み先 市 障害者生活支援センター

(社会福祉法人ぴゅあ内)

担当 右 倉さん ・野村さん

谷②8085、 匝田延)4740

共催 県 立西部情報化センター

県西部視聴覚障害者情報センター
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講師が「老化を前向き|こ者えている人ほど長生き

する。生涯現役で楽し<い きいきと仕事をしよう。」

と話すと参カロ者も大き<う なずいていました。

ワーキンググループや食生活改善推

進員、すこやか員会、すこやか員OG

会などからの実践報告。

《7ンケートよ叫》
●健康づくりも地域づくりもまず、関心をもつこと。自分も

すすんで取り組んでみようと思った。

●浜田市にはいるんな団体が健康づくりに取り組んでいる

ことを知って、とてもうれしく思った。

●参加してみて自分には何ができるか考えるきっかけにな

った。

●健康で長生きし、いきいきと活動することが健康なまちづ

くりにつながると思った。

●講演を聴いて生きるヒントと自信をもらった。

「Aづくし1フォーラム」を開催し孝した。
1 2月4日 ω 、いわみ一るで、市民

が健康で明る<心 豊かな生活ができ

るまちづ<り の実現をめざし、 「人

づ<リ フォーラム」を開催しました。

た<さ んの来場者があり、 『健康

づ<り ほまちづ<り 』をテーマにし

た発表や講演|こ、会場は笑いと熱気

|こあるれていました。

このフ才一ラムの開催が、健康で暮らすことができる住みよ

い浜日市を目指し、さ引こ取り組んでいこうという活力|こなり

ました。

い

け

職

蒻

繁
担

‐
撼

で

お

か

で

も

群

リ

ジ

醒

ゆ

キ

囃

黎

鶴

接
憐

譴

割

鷹

や

畢

ダ

願

瞬

藝

ゆ

剣

ぴ

釧

謬

醐

劃

馴

ゆ

や

禁

醐

Ｃ
型
肝
掩
ウ
イ
ル
ス
検
査
奏
診
の
呼
ぴ
か
け

（フ
イ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
製
剤
納
八
尭
医
療
路
閥
名
の
公
毒
に
つ
い
て
）

平
成
６
年
以
前
区
、
お
産
や
手
術

時
な
ど
に
大
量
出
血
し
た
場
合
や
、

特
殊
な
疾
患
で
血
が
止
ま
り
に
＜
い

場
合
区
、
止
血
な
ど
の
目
的
で
用
い

ら
れ
た
フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
製
剤
の
投

与
を
受
け
た
可
能
性
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
人
は
、　
一
度
Ｃ
型
肝
糞
ウ
イ
ル

ス
を
対
象
と
し
た
血
液
検
査
を
受
け

ま
し
よ
う
。

【検
査
受
診
の
呼
び
か
け
の
対
象
者
】

▼
平
成
６
年
以
前
に
公
表
医
療
機
関

で
治
療
を
受
け
、
次
の
①
～
⑤
ほ

該
当
す
る
人

①
妊
娠
中
又
ほ
出
産
時
に
大
量
の
出

血
を
し
た
人
。

②
大
量
ほ
出
血
す
る
よ
う
な
手
術
を

受
け
た
人
。

③
食
道
静
脈
瘤
の
破
裂
、
消
化
器
系

疾
患
、
外
傷
な
ど
任
よ
り
大
量
の

出
血
を
し
た
人
。

④
が
ん
、
白
血
病
、
肝
疾
患
な
ど
の

病
気
で

「血
が
止
ま
り
ほ
＜
い
」

と
指
摘
を
受
け
た
人
。

⑤
特
殊
な
腎
結
石

・
胆
石
除
去

（結

右
を
フ
ィ
ブ
リ
ン
塊
Ｅ
包
埋
し
て

取
り
除
＜
方
法
）
、
気
胸
で
の
胸

膜
接
着
、
腱

・
昏
折
片
な
ど
の
接

着
、
血
が
止
ま
り
区
＜
い
部
分
の

止
血
な
ど
の
治
療
を
受
け
を
人
。

（こ
れ
ら
の
治
療
は
、
フ
ィ
ブ
リ

ノ
ゲ

ン
製
剤
を
生
体
接
着
剤
の

フ
ィ
ブ
リ
ン
糊
と
し
て
使
用
し
た

例
で
、
製
薬
会
社
か
ら
厚
生
労
働

省
へ
報
告
さ
れ
た
も
の
で
す
。
詳

し
＜
ほ
治
療
を
受
け
た
医
療
機
関

に
直
接
お
尋
ね
＜
だ
さ
い
。
）

【肝
炎
相
談

・
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

の
申
し
込
み
先
（浜
田
市
こ

●
市
健
康
長
寿
課
健
康
推
進
係

（ａ
内
線
１
６
５

ｏ
ｌ
６
６
）

※
　
お電
話
に
よ
る
相
談
ほ
月
躍
日
か

ら
金
躍
日

（祝
日
を
除
＜
）
午
前

８
時
３０
分
～
午
後
５
時

●
浜
日
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
（浜
日

保
健
所
　
な
①
５
５
５
４
）

※
　
電
話
区
よ
る
相
談
ほ
月
躍
日
か

ら
金
躍
国

（祝
日
を
除
＜
）
午
前

８
時
３０
分
～
午
後
５
時

※
　
来
所
相
談
お
よ
び
肝
糞
ウ
イ
ル

ス
検
査
（事
前
に
電
話
予
約
の
上
、

来
所
し
て
＜
だ
さ
い
。
）

※
　
検
査
料
金
検
査
項
目
に
よ
り
異

な
り
ま
す
が
、
Ｃ
型
肝
糞
ウ
イ
ル

ス
抗
然
の
み
実
施
す
る
場
合
は

１
、
２
７
０
円
で
す
。

※
　
プ
ラ
イ
バ

ン
ー
ほ
守
ら
れ
ま

す
。

厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ

す
洋
洋ｏ
い＼
＼
〓
〓
〓
・
ヨ
丁
一〓
・ｍ
Ｏ
　
」ｏ
＼
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浜
田
面
五
会
構
対
一
鞘
損
募
集

平
成
１７
年
４
月
１
日
採
用
予
定
の

職
員
採
用
試
験
を
次
の
と
お
り
行
い

ま
す
。

地
域
振
興
、
中
小
企
業
の
創
業

・

経
営
革
新
支
援
な
ど
の
分
野
任
意
欲

の
あ
る
曽
さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

採
用
職
種
　
一
般
事
務

採
用
人
員
　
１
人

受
験
資
格
　
昭
和
５０
年
１
月
１
日
以

降
生
ま
れ
の
４
年
制
大
学
卒
業
者

お
よ
び
平
成
１７
年
３
月
４
年
制
大

学
卒
業
見
込
者

給
与

・
待
遇
　
浜
日
商
工
会
議
所
規

程
に
よ
る

一
次
試
験

２
月
１９
日
仕

午
前
８
時
３０
分
ょ
り

一
般
教
養
、

適
性
、
論
文

二
次
試
験

３
月
１２
日
働

午
前
９
時
よ
り
面
接

□

浜
日
商
工
会
議
所
会
議
室

応
募
期
間
　
１
月
１７
日
働
～
２
月
３

日
側

（当
日
消
印
有
効
）

申
込
方
法
　
市
販
の
履
歴
書

（写
真

貼
付
）
ほ
記
入
の
上
、
浜
日
商
工

会
議
所
総
務
課
ま
で
郵
送
ま
た
は

持
参
し
て
＜
だ
さ
い
。

□

浜
日
商
工
会
議
所
総
務
課

（〒

６
９
７

‐
０
０
２
７
　
殿
町
１
２

４
‐
２
　
な
②
３
０
２
５
、
図
②

５
４
０
０
）

桐
田
さ
ん
と
そ
ぽ
打
ち
体
験

日
さ
ん
の
畑
で
こ
れ
た
そ
ば
粉

そ
ば
を
打

っ
て
食
べ
ま
す
。

桐
日
絹
子
さ
ん

ど
な
た
で
も

（親
子
歓
迎
）

１
月
３０
日
０

前
１０
時
～
午
後
１
時
３０
分

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
１
２
階
調

室５０
人
程
度

３
歳
～
大
学
生
　
　
３
０
０
円

一
般
大
入
　
　
　
　
８
０
０
円

会
員
大
人
　
　
　
　
５
０
０
円

（保
険
料
含
お
）

∩
〉
冊
〕
Ｎ
Ｐ
ｏ
法
人
お
や
こ
劇
場

浜
日

・
那
賀
セ
ン
タ
ー

公

・囲

④
６
３
９
０

第
９
回
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル
大
▲〓

寒
い
冬
は
、
運
動
不
足
に
な
り
が

ち
で
す
。
小
学
生
か
ら
高
齢
者
ま
で

男
女
と
も
に
楽
し
め
る
フ
ロ
ア
ー

ボ
ー
ル
大
会
区
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

〔剛
一
２
月
１３
日
０

午
前
９
時
～
　
開
会
式

ロ

サ
ン
マ
リ
ン
浜
日

（

競
技
方
法
　
ペ
タ
ン
ク
の
競
技
規
定

を
準
用
、
ト
リ
プ
ル
ス

（３
人
１

組
男
女
不
間
）

募
集
チ
ー
ム
　
先
着
３２
チ
‐
ム

日

１
チ
ー
ム
　
２
、
５
０
０
円

申
込
方
法
　
２
月
１
日
側
ま
で
に
所

定
の
申
込
書
ほ
参
加
料
を
添
え
て

申
し
込
ん
で
＜
だ
さ
い
。

※
　
申
込
書
は
、
必
要
Ｅ
応
じ
て
Ｆ

Ａ
Ｘ
ま
た
ほ
郵
送
し
ま
す
。

〔円
二
剛
｝
鳥
落
隆
子
さ
ん
（浜
日
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
事
務
局
　
８

間
官
□
②
７
７
９
２
、夜
間
ａ
④

３
５
３
７
、
囲
②
３
４
８
こ

平
成
Ｌ
争
＝
＝
＝
捕
理
学
生

学
校
教
育
法
に
基
づ
＜
高
校
生
、

高
等
専
門
学
校
、
大
学
、
短
大
お
よ

び
浜
日
医
療
セ
ン
タ
ー
附
属
看
護
学

校

（こ
れ
以
外
の
看
護
学
校
ほ
除

＜
）
、
浜
日
家
政
高
等
専
修
学
校
ヘ

の
進
学
予
定
者
を
対
象
Ｅ
奨
学
生
を

募
集
し
ま
す
。

申
請
資
格

○
経
済
的
理
由
に
よ
り
学
資
の
支

出
が
困
難
で
あ
る
人

○
事
業
成
績
が
優
秀
で
あ
る
人

○
本
人
ま
た
は
保
護
者
の
住
所
が

浜
日
市
内
の
人

募
集
人
数

高
校
奨
学
生
　
　
　
２
人

大
学
な
ど
奨
学
生
　
４
人

奨
学
金
給
与
額

（月
額
）

高
校
　
　
　
　
　
７
、
４
０
０
円

大
学
な
ど
　
　
２
５
、
０
０
０
円

奨
学
金
給
与
期
間

・
高
校
奨
学
生
　
入
学
年
か
ら
３
年

間

（た
だ
し
高
専
ほ
５
年
間
）

。
大
学
奨
学
生
　
入
学
年
か
ら
４
年

間

（た
だ
し
医
学
部

・
歯
学
部

・

獣
医
学
部
ほ
６
年
間
、
短
大
は
２

年
間
、
浜
日
医
療
セ
ン
タ
ー
附
属

香
護
学
校
ほ
３
年
間
）

申
請
方
法
　
奨
学
生
希
望
者
は
在
学

学
校
長
ほ
申
し
込
み
を
し
、
在
学

学
校
長
が
教
育
委
員
会
に
推
薦
す

る
。

申
込
期
限
　
３
月
３‐
日
側

（学
校
長

か
ら
の
推
薦
期
限
）

□

教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

（奮
内
線
４
５
４
）

珊鵡附筆出研軍ｒ一

対
象
　
学
校
教
育
法
に
基
づ
＜
大
学

（大
学
院
、
短
大
を
含
お
）
、
高
等

専
門
学
校
（４
年
生
以
上
に
限
る
）

ま
た
は
専
修
学
校

（専
門
課
程
に

限
る
）
に
平
成
１７
年
度
ほ
在
学
ま

た
は
進
学
予
定
の
島
根
県
出
身
者

奨
学
金
の
貸
与
額
　
３
万
円
、
４
万

円
、
５
万
円
、
６
万
円
、
７
万
円

の
う
ち
か
ら
選
択

受
付
期
間

２
月
７
日
働
～
３
月
３‐
日
側

□

働
島
根
県
育
英
会
事
務
局

（ａ
０
８
５
２
②
ｌ
９
８
１
）

団□理□午□嬰覇て桐
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夕9是□□

戦
大
▲
=

県
育
車
斜
耐
滞
掛
冊
端
樫
埠
資
金

県
で
ほ
、
独
立
行
政
法
人
日
本
学

生
支
援
機
構
の
高
校
奨
学
金
事
業
の

地
方
移
管
に
伴
い
、
働
島
根
県
育
英

会
を
実
施
主
体
と
し
た
新
し
い
奨
掌

金
制
度
を
実
施
し
ま
す
。

応
募
資
格
　
一高
等
学
校

・
高
等
専
門

学
校

・
専
修
学
校
高
等
課
程
な
ど

区
在
学
し
、
学
習
意
欲
が
旺
盛
で

あ
り
な
が
ら
経
済
的
理
由
に
よ
り

修
学
が
困
難
な
島
根
県
出
身
の
生

徒
。
（平
成
１７
年
度
に
お
い
て
は

高
校
１
年
生
を
対
象
区
し
ま
す
。
）

申
込
方
法
　
募
集
は
５
月
頃
に
行
い

ま
す
の
で
、
貸
号
を
希
望
す
る
人

は
進
学
先
の
高
等
学
校
な
ど
で
申

し
込
ん
で
＜
だ
さ
い
。
採
用
予
定

人
員
ほ
８０
人
程
度
で
す
。

な
か
、
家
計
収
入
の
急
変
に
よ

り
奨
学
金
の
必
要
が
生
じ
た
場
合

Ｅ
は
、
緊
急
採
用
の
制
度
も
あ
り

ま
す
。

□

働
島
根
県
育
英
会

（奮
０
８
５
２
④
ｌ
９
８
１
）

そ
の
他
　
平
成
１６
年
度
以
前
の
入
学

者

（２
年
生
以
上
）
は

「高
等
学

校
奨
学
資
金
」
制
度
の
対
象
に
な

り
ま
す
。
貸
付
額
ほ
島
根
県
育
英

会
高
等
学
校
等
奨
学
資
金
と
同
じ

で
、
募
集
は
４
月
頃
ほ
行
い
ま

す
。

□

県
教
育
委
員
会
人
権
同
和
教
育

課

（奮
０
８
５
２
②
５
９
２
０
）

開
会
式

種

目
別

ス

コ
ー
ス

ー
部
　
５
愉

Ａ
　
中
学
校
卒
業
～
２０
歳
未
満
男

子
Ｂ
　
２０
歳
以
上
男
子

Ｃ
　
３０
歳
以
上
男
子

Ｄ
　
４０
歳
以
上
男
子

Ｅ
　
５０
歳
以
上
男
子

Ｆ
　
６０
歳
以
上
男
子

Ｇ
　
中
学
１
年
男
子

日
　
中
学
２

・
３
年
男
子

（

区 分 貸 付 金

奨 学 金

国 公 立
自宅通学者 月額18,000円

自宅外通学者 月額23,000円

私  立

自宅通学者 月額33,000円

自宅外通学者 月額38,000円

入学支度金 私立 (入学時 1回のみ) 23,100円

□ 4     3     2
M音 F L K 苦 F 」 1 音口

３
愉
一
般

・
高
校
女
子

中
学
女
子

２
愉

小
学
校
４
～
６
年
男
子

小
学
校
４
～
６
年
支
子

１
愉
フ
ァ
ミ
リ
ー

（小
学
生
を
含

ぬ
家
族
で
構
成
）

グ
ル
ー
プ

（小
学
生
を
含
お

団
体
で
構
成
）

一
般
　
　
　
　
２
、
０
０
０
円

高
校
生
　
　
　
１
、
０
０
０
円

中
学
生
　
　
　
　
　
５
０
０
円

小
学
生
　
　
　
　
　
３
０
０
円

フ
ァ
ミ
リ
ー

・
グ
ル
ー
プ

１
、
０
０
０
円

申
込
方
法
　
所
定
の
払
込
用
紙
区
記

入
し
、
郵
便
振
替
で
申
し
込
ん
で

＜
だ
さ
い
。

※
　
大
会
要
項
な
ど
は
、
教
育
委
員

会

・
野
球
場
事
務
室
に
も
あ
り
ま

す
。

申
込
締
切
日
　
１
月
３‐
日
側

〔円
三
剛
一
江
津
市
立
有
福
温
泉
小
学

校
　
伊
津
洋
士
さ
ん
（奮
・囲
０

８
５
５
①
２
０
４
５
）

一巾
営

家
賃
　
収
入
額
に
よ

っ
て
異
な
り
ま

す
。

敷
金
　
入
居
時
の
家
賃
の
３
倍

受
付
期
間

１
月
１７
日
０
～
３‐
日
側

応
募
資
格

○
現
在
同
居
ま
た
は
同

居
予
定
の
親
族
が
あ

る
こ
と
。
（身
体
障

害
者

・
５０
歳
以
上
の

人
な
ど
に
つ
い
て
は

１
人

で
も
入
居
可

能
）

○
政
令
で
定
め
る
収
入

の
基
準
に
適
合
し
て

い
る
こ
と
。

○
現
ほ
住
宅
区
困
窮
し

て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
で
あ
る
こ
と
。

○
市
税
の
滞
納
が
な
い

こ
と
。

※
　
詳
細
は
お
問
い
合

わ
せ
＜
だ
さ
い
。

□

建
築
住
宅
課
住
宅

管
理
係

（ａ
内
線
３
５
２
）

か
　
麟
　
瞬
　
べ
　
鍮

ム
　
癬
　
鑓

第
２
回
瓢
翻
騨
＝
博
冊
碍
綱
究
大
会

（円
一
２
月
４
日
０
　
午
前
９
時
４５
分

□

島
根
県
立
大
学

記
念
講
演
　
１０
時
１５
分
～

演
題
　
人
間
の
詰
り
う
る
と
き

―
差
別
を
克
服
し
て
人
権
の
確
立

を
―

講
師
　
中
山
英

一
さ
ん
（Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

（

ら

し

鞠

だ

鴎

麒

雛

「人
権
セ
ン
タ
ー
な
が
の
」
代
表

理
事
）

分
科
会
　
午
後
１
時
～
４
時

学
校
教
育
部
会
、
社
会
教
育
部
会

の
４
分
科
会

展
示
と
交
流

テ
ー
マ

「人
権
文
化
の
創
造
」

⌒側
）
２
、
０
０
０
円
（資
料
代
、
記

録
集
を
含
お
。
当
日
あ
支
払
い
＜

だ
さ
い
。
）

（円
頁
剛
ヤ
島
根
県
人
権
教
育
協
議
会

（査
・同
丁
８
５
６
④
ｌ
５
４
３
）

募集住宅

(間取り)
建築年度 戸数 家  賃

小福井住宅

(2K)
昭和43年度 lF葛 3.500～ 7,800円

国lAl大久保

(3DK)

昭和61年度

昭和63年度
2 戸 17,400～ 39,300円

緑ヶ丘住宅

(3DK)
平成 了年度 一戸 24,700～ 54,300円

公営住宅入居基準早見表 (給与所得者1人の場合)

収入基準

(円以下)

家族数

収入

本人+1人

2人家族

本人+2人

3人家族

本人+3人

4人家族

本人+4人

5人家族

本人+5人

6人家族

200,000
年間総収入 4,151,999 4,627,999 5,100,999 5,575,999 6,051,999

年間総所得 2,780,000 3,160,000 3,540,000 3,920,000 4,300,000

※ 者、50歳う の世帯ほ 基 なりま
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講
演
会

「思
春
期
の
こ
こ
る
と
親
の

関
わ
り
」

講
師
　
稲
垣
卓
司
さ
ん

（島
根
大
学
医
学
部
助
教
授
）

〔団

１
月
２９
日
０

午
後
２
時
～
４
時

□

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

田

市
学
校
保
健
会
事
務
周

（国
府
小
学
校
奮
②
０
０
２
８
）

移
動
ナ
ー
ス
バ
ン
ク

対
象
　
将
来
就
業
を
希
望
す
る
看
護

職
員
な
ど

内
容
　
求
人

・
求
職
相
談
、
香
護
情

報
の
提
供
な
ど

〔日
一
２
月
９
日
側
、
３
月
９
日
側

午
後
１
時
～
４
時

□

県
看
護
協
会
訪
間
介
護
ス
テ
ー

（

シ
ョ
ン
そ
よ
か
ぜ
の
丘
（日
町
）

担
当
者
　
森
川
友
子
さ
ん

（県
看
護

協
会
再
就
業
相
談
員
）

□

県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

（
ａ
０
８
５
２
②
８
５
１
０
）

く
に
び
き
学
園
西
部
機
学
目
祭

掌
園
祭
は
、
学
園
に
お
け
る
学
習

成
果
の
発
表
の
場
、
学
園
生
の
若
さ

と
活
力
の
発
場
の
場
で
あ
り
、
地
域

の
普
さ
ん
睦

「
＜
区
び
き
学
園
」
を

理
解
し
認
識
し
て
も
ら
う
学
園
最
大

の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
多
数
の
き
さ
ん

の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

⌒田
▼
内
容

２
月
５
日
働
　
午
前
１０
時
～
午
後

３
時
　
ス
テ
ー
ジ
発
表

・
作
品

展
示

・
車
花
の
展
示
と
販
売

６
日
０
　
午
前
１０
～
午
後
２
時

作
品
展
示

上
早
花
展
示
と
販

売

・
お
茶
席

・
喫
茶

午
前
１０
時
～
正
午

福
祉
掌
習

コ
ー
ナ
ー

・
映
画
会

午
後
１
時
～
２
時
　
バ
ザ
ー

ロ

い
わ
み
‐
る
本
館
、
添
育
室
、

実
習
棟

（野
原
町
）

□

い
わ
み
―
る
内
＜
産
び
き
学
園

（ａ
②
９
３
３
６
）

月末輌

東
お忘れなく!

市県民税 (第4期 )・国民健康保険
料 (第8期 )の納付期限ほ、 1月 31国

(月)・□座振督園ほ 1月28国Q)です。

: 電 層 払
古重構鞠著1路査花を意畜迭女よ́
1備を割戴販売‐する缶1度をすと  | ‐ ‐‐   |

団 しま伸産業振興財固(なも952① 6116)

設備資金貸付 設備貸も

対象企業
原則全業種対象(一部除外される場合があります)

従業員50人以下(規模|こより月J途条件があります)

対象設備 倉」業、経営基盤強化|こ必要な設備(構築物、改装費ほ対象外)

恨 度 額
40,000,000円

(設備資金の1/2以内)
60,000,000F咽

償還期間 7年 以内(周R武:手形) 7年以内(月賦:□座ヨ落)

利 息 等 無禾J子
割賦損料 :年25%(固 定)

保証金 :設備価格の10%

連1 / f h保証

人および

担保

原貝」連1/f・保証人 1人は必要。(法人の場合)

原貝」担保不要。

香

典

返

し

ャ

ご
厚
志
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
（敬
称
略
）

◎
市
社
会
福
祉
事
業
基
金
へ
　
▽
下

府
町
　
綿
村

一
彦
　
▽
長
浜
町
　
新

本
康
弘

◎
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
　
▽
浅
井

町
　
古
屋
宏
幸
　
▽
下
府
町
　
隅
川

干
賀
子
　
▽
原
井
町
　
佐
々
本
惑
美

子
　
▽
長
沢
町
　
一剛
日
博
士
　
花
山

薫
　
▽
長
浜
町
　
斉
藤
昭
　
▽
久
代

町
　
一二
明
晴

一　

▽
黒
川
町
　
島
田

節
雄
◎
自
治
会
な
ど

へ
　
○
治
和
３

１
１

１１
▽
治
和
町
　
甚
日
康
彦
　
○
浅
井

４

１
１

＝
▽
浅
井
町
　
古
屋
宏
幸

○
下
府
５
＝
▽
下
府
町
　
隅
川
干
賀

子
　
○
下
府
６

１
２

＝
▽
下
府
町

佐
々
本
伴
子
　
○
長
沢
―

‥
３
＝
▽

長
沢
町
　
一副
日
博
士
　
○
元
浜
―

・

２

・
３
＝
▽
元
浜
町
　
大
中
ア
ヤ
子

○
唐
鐘
＝
▽
国
の
町
　
古
日
進
　
柳

榮
　
○
唐
鐘
２
＝
▽
国
分
町
　
柳
榮

○
唐
鐘
５
１１
▽
国
分
町
　
古
日
進

○
唐
鐘
７
＝
▽
国
分
町
　
柳
榮
　
○

長
浜
８

１
２
＝
▽
長
浜
町
　
新
本
康

弘
　
○
久
代
――
▽
久
代
町
　
一二
明
靖

一

◎
公
民
館
な
ど
へ
　
○
浅
井
＝
▽
浅

井
町
　
古
屋
宏
幸
　
○
下
府
＝
▽
下

府
町
　
隅
川
千
賀
子

綿
村

一
彦

佐
々
本
伴
子
　
○
周
布
―
＝
▽
周
布

町
　
小
川
ミ
ツ
子
　
○
浜
田
＝
▽
紺

屋
町
　
花
日
憲
郎
　
○
唐
鐘
＝
▽
国

分
町
　
柳
榮
　
〇
久
代
川
▽
久
代
町

三
明
晴

一

◎
黒
川
４

‐
２
児
童
館

へ
　
▽
黒
川

町
　
島
日
節
雄

◎
ケ
ア
八
ウ
ス
美
川

へ
　
▽
竹
迫
町

福
富
由
機

◎
美
川
苑
へ
　
▽
横
山
町
　
迫
本
宗

隆◎
夕
陽
ヶ
丘

へ
　
▽
長
沢
町
　
一副
日

車貝
キ天
苗
小

◎
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ヘ
　
▽

久
代
町
　
一二
明
晴

一

◎
ほ
の
ぼ
の
会
へ
　
▽
久
代
町
　
一二

明
臆

一

◎
さ
ざ
ん
か
へ
　
▽
久
代
町
　
一二
明

靖

一

◎
さ
わ
や
か
西
部
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
ヘ
　
▽
長
浜
町
　
新
本
康

弘◎

い
わ
み
福
祉
会

へ
　
▽
長
沢
町

前
田
豊貝
美
恵

◎
親
和
会

へ
　
▽
生
湯
町
　
鎧
義
昭

◎
図
書
館

へ
　
▽
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ

ス
ト
い
わ
み

◎
さ
ざ
ん
か
へ
　
▽
黒
川
町
　
島
日

節
雄
◎
松
風
園
へ
　
▽
中
国
電
力
の
浜
日

営
業
所

◎
美
川
苑
へ
　
▽
第
四
中
学
校

◎
郷
土
資
料
館
へ
　
▽
港
町
　
一二
澤

治
雄

15  広 報ほまだ !平成17年 1月 15日暑 ∈排日時 □
=場所 □

=定員 座〕
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=申込先 □
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冒
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」・

こ
ど
も
美
術
館
で
は
、
２
月
５

日
働
か
ら
、
配
炒
対
☆
中
国
～
絵

本
の
原
画
と
子
ど
も
の
美
術
』
と

題
し
た
展
覧
会
を
開
催
し
ま
す
。

本
展
で
は
、
中
国
の
子
ど
も
た

ち
が
幼
い
頃
か
ら
慣
れ
親
し
ん
で

い
る
絵
本
の
原
画
４
話
分
７６
点
を

展
示
し
ま
す
。
日
不
で
も
お
な
じ

み
の
『そ
ん
ご
＜
う
』
を
は
じ
め
、

主
人
公
が
竜
を
退
治
し
た
り
未
来

ほ
迷
い
込
ん
で
し
ま
う
と
い
っ
た

不
思
議
な
物
語
を
、
中
国
人
の
画

家
た
ち
が
情
感
た
っ
ぷ
り
区
描
い

て
い
ま
す
。
利
訳
さ
れ
た
ス
ト
ー

リ
ー
と
あ
わ
せ
て
ご
鑑
賞
＜
だ
さ

い
。ま

た
、
今
回
は
、
中
国
各
地
か

ら
集
め
ら
れ
た
子
ど
も
の
絵
１
０
０

点
も
展
示
し
ま
す
。
大
入
顔
負
け
の

写
実
画
か
ら
子
ど
も
ら
し
い
空
想
の

絵
ま
で
、
多
彩
な
作
品
が
そ
ろ
い
ま

し
た
。
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
ほ
。

さ
ら
に
、
本
展
の
開
催
に
あ
わ
せ

て
、
平
成
１３
年
度
ほ
海
外
技
術
研
修

員
と
し
て
当
館
に
勤
務
し
た
石
嘴
山

市

の
美

術
教
師

・
梁

英

さ
ん
が

や
っ
て
来
ま
す
。
梁
英
さ
ん
は
２
月

初
め
か
ら
約
２
週
間
浜
日
任
滞
在

し
、
創
作
活
動

（切
り
絵
な
ど
）
の

指
導
に
活
躍
し
て
も
ら
い
ま
す
。
楽

し
い
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
の

『祢
好
☆

中
国
』
展
匠
ぜ
ひ
ご
来
場
＜
だ
さ
い
。

会
期
　
２
月
５
日
●
～
４
月
１０
日
０

開
館
時
間

午
前
９
時
３０
分
～
午
後
５
時

観
覧
料
　
一
般
　
　
８
０
０
円

高
校

・
大
学
生
　
２
０
０
円

小
学

・
中
学
生
　
１
０
０
円

▲これらの絵本の原画を展示

▲梁英さんが再び浜日にやって来る |

々
」】

世
界
こ
ど
も
美
術
館

ウ
月
の
活
動

■
ホ
リ
テ
ー
創
作
活
動

《
例
り
総
の
達
人
》

中
国
か
ら
や
っ
て
来
を
美
術
の
先

生
、
梁
英
さ
ん
と

一
緒
任
切
り
絵
づ

＜
り
に
挑
戦
し
よ
う
。

◎
２
月
５
日
働

・
６
日
０

《
影
総
で
遊
ぼ
う
》

厚
紙
を
自
由
に
切

っ
て
形
区
し
た

ら
ス
ク
リ
ー
ン
の
前
で
影
を
つ
＜
っ

て
遊
ん
で
み
よ
う
。

◎
２
月
１１
日
冊

・
セ
日
０

・
帽
国
０

《
変
身
ボ
ー
几
ペ
ン
》

紙
粘
土
を
使

っ
て
自
分
だ
け
の

ボ
ー
ル
ベ
ン
を
つ
＜
っ
て
み
よ
う
。

き
っ
と
友
達
Ｅ
自
慢
で
き
る
よ
。

◎

２
月
１９
日
０

・
郷
日
０

・
梵
日

働

・
炉
日
０

材
料
費
　
ひ
と
り
１
０
０
円

※
　
い
ず
れ
の
活
動
も
午
後
１
時
～
４

時
ま
で
の
活
動
で
す
。
参
加
希
望

者
は
、
当
日
受
付
で
午
後
３
時
３０

分
ま
で
ほ
申
し
込
ん
で
＜
だ
さ
い
。

※
　
団
体
で
の
ご
利
用
は
受
け
付
け

で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
事

前
に
ご
連
絡
＜
だ
さ
い
。

■
パ
ソ
コ
ン
で
絵
を
描
こ
う

マ
ウ
ス
を
自
由
に
動
か
し
て
、
い

ろ
い
ろ
な
絵
を
描
い
て
み
よ
う
。

※
　
参
加
料
無
料
で
開
館
日
は
い
つ

広報はまだ :平成17年 1月 15日暑  16

で
も
利
用
で
き
ま
す
。
た
だ
し
イ

ベ
ン
ト
が
あ
る
場
合
な
ど
利
用
で

き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
　
申
し
込
み
は
２
要
あ
り
ま
せ
ん
。

■
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

・
カ
フ
ェ

海
を
眺
め
な
が
ら
、
外
国
の
珍
し

い
飲
み
物
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

営
業
日
　
２
月
５
日
０

・
６
日
０

・

１１
日
冊

・
１２
日
仕

・
１３
日
個

・
１９

日
０

。
２０
日
０

。
２６
日
０

・
牙
日

０
営
業
時
間

　

午
前
１０
時
～
正
午
、

午
後
１
時
～
４
時

場
所

　

３
階
多
目
的
ホ
ー
ル

※  ●  _― 十~~~~十 一一―一―
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